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河川防災ステーション検討に関するＭＥＭＯ 

＜一般的な河川防災ステーション策定への検討フロー＞ …直轄河川のケース 

 

 

  

 

 

 全流域防災拠点の把握  

 

 過去の災害記録の検索  

 

 破堤上限値以上の破堤の想定  

高規格堤防整備検討区域と計画の把握 

三者の上限値により導入施設、設備および備蓄量を検討 

施 設 配 置 計 画 の ゾ ー ニ ン グ

河 川 防 災 ス テ ー シ ョ ン 整 備 計 画 案 の 策 定

府・県の水防計画 
（指定・その他管理団体基準） 

河川防災ステーション整備要綱 
（直轄河川災害復旧事業の手引き）

都市骨格軸・広域交通動線・河川

を軸とした文化活動の状況把握 

敷地条件及び周辺状況の把握 
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＜調査手順の詳細メニューフロー＞ 

 

 

 

河川防災ステーションの検討 

過年度の経緯と超過洪水対策の関係、前提条件の整理

他 事 例 調 査 流域現況調査 
① 社会的条件(人口,産業,土地利用,主要施設,交通) 

② 防災関連(防災施設整備状況,災害履歴,防災体制) 

③ その他都市施設(まちづくり/施設整備,緑地系統, 
コミュニティー)

流域特性の整理 河川防災ステーション機能の整理 

① 地域防災計画・水防活動計画

② 緊急輸送道路計画 

③ 水防上有用な箇所 

④ 防災関連施設分布 

⑤ 都市施設等関連施設整備計画

河川防災ステーション必要性の検討 
① 流域特性から見たゾーニング 

② 防災施設,防災体制と河川防災ステーションの 
カバーゾーンと必要性

河川防災ステーションの立地条件検討 

河川防災関係施設全体計画の中での防災ステーションの位置づけ整理 

整備候補地点の抽出 

前提条件の整理(敷地条件・施設導入機能・周辺条件) 

個々の河川防災ステーションの位置づけ整理 
① 河川防災ステーションの役割分担 

② 導入すべき機能・施設 
③ 規  模 

施設配置計画イメージ(平面,横断イメージ図・事業費概算) 

河川防災関係施設全体計画の見直しもしくはまとめ 

利用計画の検討(平常時・災害時) 

河川防災ステーション整備計画の策定へ 



051115まちづくりＷＧ資料 
文責 佐々木礼子 

 3 

＜総合治水における河川防災ステーションの役割＞ 

これまでの河川防災ステーションは、旧河川法の中で展開してきた。新河川法になり、総合治水

という観念の中での河川防災ステーションの位置づけは、災害時の「逃げる・防ぐ」にかかわる超

過洪水対策をリードする拠点として、また、日ごろから川に親しみ、防災観念の意識啓蒙を心がけ

る施設として、重要なハザードマップを受ける超過洪水対策の核施設になるものと思われる。しか

しながら、災害はめったにない緊急事象であることから、河川防災ステーションは平常時優先の施

設計画であることが望まれる。 

 

災害時に必要な施設機能       ⇒       平常時への転用  

 水防基地（防災の駅） 

   ・水防センター 

情報センター                    防災学習センター、川の博物館、 

待機所              ⇒        各種博物館、川づくり関連施設、 

備蓄・資材倉庫                   道の駅、レストハウス 等 

・ヘリポート 

倉庫 

・水防活動スペース 

駐車場 

車両交換場所 

水防活動ヤード          ⇒        施設,公園駐車場、広場 

多目的スペース 

・備 蓄 

土砂の備蓄 

異形ブロックの備蓄        ⇒        公 園、多目的広場、 

竹木植栽                      ブロックの迷路 等 

 


